
　　　　

令和６ 年 12 月 1 日

9 時 0 分から 19 時 0 分まで

始まりの会・帰りの会

創作

スキルアップ

コミュニケーション

ステップ

クッキング・昼食作り

お出かけ・お買い物等

主な行事等
風の子学園祭（春・秋）／ お誕生日会 ／ 避難訓練
春：卒業イベント・歓迎会・お花見　／　夏：水鉄砲遊び・夏祭りイベント・スイカ割り　／　秋：ハロウィンイベント・手持ち花火　／　冬：クリスマスイベント・初詣

地域支援・地域連携
教育・行政・医療といった関係各所と連携し、包括的に支援を行います。
SNSの積極的な活用により、地域に活動内容や障がいについての理解を広めます。

職員の質の向上
サポーターズカレッジ（動画研修）：障害や制度についてなどを毎月学びます。
K.college：虐待防止及び身体拘束適正化に向けた研修・感染症予防についての研修・非常
災害対策に関する研修・外部講師を招いて、支援者スキルアップの研修を行います。

家族支援

①本人の発達について　②支援内容について　③家庭生活について　④集団生活につい
て　⑤兄弟・姉妹との関わりについて　⑥制度について
家族のニーズに応じ、①から⑥など相談援助を実施いたします。また、茶話会を実施
し、保護者同士の結びつきを強化する場を提供します。

移行支援
就学や就労に向け保護者様や関係機関からの要望に応じて様子の共有や支援方法について
の話し合いやデータでのやり取りを行っていきます。

支　援　内　容

手洗い・検温を行い、体調管理を行います。
始まりの会では、一日のスケジュールを確認し、見通しを持って安心して生活できることを目指します。また、司会の役割を担いお友達に名前を聞き、挨拶を行い相互にコミュニケーションを取る機会を設けていき
ます。
帰りの会では、司会や発表の役割を担い言語やジェスチャーでの表出や相手の話を聴くことなどの社会性を育みます〈健康・生活／言語・コミュニケーション〉。

ハサミや糊などを使用し手指の運動機能の向上や目と手の協応を促していきます。また、絵や文字をかいて創造力を伸ばすことや見本と同じように作り模倣する力を養っていきます。「描く（書く）」ことが苦手な
場合には、シールを貼る工程を作り、手指を使うことや対象物を見る力・集中力を育んでいきます〈運動・感覚／認知・行動〉。

本
人
支
援

将来の就労や生活に向けての作業能力や生活能力の向上を目指します。軽作業では、日付スタンプを押す・粘土を使用しクッキー生地に見せて生地を均等に伸ばす・型を抜く練習を行い、弊社の就労支援事業所Ｂ型
で行っている作業の練習に繋げていきます。〈認知・行動／人間関係・社会性〉。また、ネジの組み立てや仕分けなどを行い、集中力や手指をの運動機能の向上を促していきます〈運動・感覚〉。
生活能力の向上として、掃除や洗濯（洗濯機の回し方・洗濯物の干し方・畳み方）など、個々に合わせて練習を行っていきます。また、お金を使用し硬貨の理解や支払い練習、持っているお金で買える・買えないな
どの判断力をつける力を養います〈健康・生活／認知・行動〉。

お友達との関わり方やお買い物先での店員さんとのやり取りの練習をロールプレイや実践を通じて行っていきます。
また、言語・非言語コミュニケーションを通して挨拶や意思表示ができるように支援していきます〈言語・コミュニケーション〉。

動物園や水族館、カラオケ、トランポリンハウス、飲食店やショッピングセンターなどへお出かけをし、公共の場での過ごし方を学び、事業所外の人（店員さんや地域の方）との関わりを持つ場や、やり取り（言葉
遣い・マナー）を行う機会を設け、社会性を育みます。また、お買い物では、お子様に合わせてお金の準備をしていただき、支払いや注文などの体験や練習も行っていきます〈人間関係・社会性／認知・行動〉。

手順の理解、計量や食材に触れることなど、おやつ作りや昼食作りを通して調理の過程を経験し、生活スキルの向上を図ります。また、偏食が気になるお子様への食育の場でもあり、みんなで作ったものを食べる楽
しさを味わいます。エプロンの紐を結んだり、畳んだりするスキルや食器の片付け、食べ終えた後の机拭きや使用した椅子の片付けなど自身の身の回りのことを行う機会を設け、練習をしていきます〈健康・生
活〉。

微細・粗大運動を通して身体を動かし、時にはルール制のあるゲームを通して他者とのコミュニケーションや社会性を養います。ゲーム制を取り入れた際には、チームのお友達と協力することや勝ち負けがある場合
には勝敗結果にかかわらず受け入れる力を育んでいきます〈運動・感覚／言語・コミュニケーション／人間関係・社会性〉。

あり(送迎をご希望の方は応相談の上、対応いたします）

法人（事業所）理念
「Happy for all」全ての人たちをハッピーにするのではなく、全ての人たちと共にハッピーになる。幸福感は人によって感じ方も違い、他人から押し付けられるものではありません。また、幸福感の持続性も人に
よってまちまちですし、全ての人の感じ方は変化していくものです。それらを踏まえて尚、一緒にハッピーになるという理念は、航海の羅針盤とする価値がある事だと考えます。

事業所名 風の子びれっじ鎌倉　単位２ 作成日支援プログラム

支援方針
文字だけでなくイラストや写真も使い視覚的アプローチのもと支援を行っていきます。
また、曜日で活動をあまり固定はせず様々な活動を通して体験や経験を積めるようにし季節に応じたイベントの実施も行っていきます。
中高生のお子様が多いため、将来を見据えて、就労に向けた作業や生活面に着目した療育プログラムの実施を個々に合わせて行っていきます。

営業時間 送迎実施の有無


